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2012年度　センター活動報告

◆シンポジウム，講演会等
シンポジウム（主催：北海道大学大学院法学研究科 GCOE 研究会，センター共催）「イノヴェイションと組織

　　と制度－ものづくりの現場と知的財産法の交錯－」　
　日時：2012 年 6 月 22 日（金）　
　会場：北海道大学経済学研究科研究棟会議室
科研費公開ワークショップ（共催：北海道大学大学院経済学研究科）「制度生態系アプローチによる経済政策論

　　の展開」　
　日時：2012 年 8 月 6 日（月）　
　会場：北海道大学百年記念会館　大会議室
セミナー「原発は是か非か！？―エネルギー政策と北海道経済―」（共催：北海道大学大学院経済学研究科・経

　　済学部）　
　日時：2012 年 7 月 5 日（木）　
　会場：北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 W103 教室
地域経済経営ネットワーク研究センター　シンポジウム「地域の多元的な「豊かさ」を目指して―農業の視点

　　から―」　
　日時：2012 年 11 月 22 日（木）　
　会場：北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 W103 教室
サムライインキュベート×北海道大学「起業マインド向上講座」（共催：経済産業省北海道経済産業局札幌コワー

　　キング・サポーターズ）　
　日時：2012 年 1 月 25 日（金）　
　会場：北海道大学人文・社会科学総合教育研　究棟 W102 教室
科研費シンポジウム（共催：北海道大学大学院経済学研究科）「ファイナンス理論の新展開と金融リスク管理」

　　日時：2012 年 2 月 13 日（月），14 日（火）　
　会場：北海道大学百年記念会館　大会議室

◆研究会，その他
北海道大学大学院経済学研究科　地域経済経営ネットワーク研究センター　研究会（全 6 回）
テーマ：「地域の豊かさとは？－多元的価値を政策にどう反映させるか－」
第 1 回　2012. 7. 13, 12:10 ～　西部　忠　研究員（於：経済学研究科研究棟 3 階会議室）
第 2 回　2012. 10. 12, 12:10 ～　舛田　佳弘　研究員（同上）
第 3 回　2012. 11. 20, 12:10 ～　小磯　修二　研究員（同上）
第 4 回　2012. 12. 21, 12:10 ～　町野　和夫　研究員（同上）
第 6 回　2013. 1. 28, 12:10 ～　横本　真千子　研究員（同上）
テーマ：「3.11 後のエネルギー政策を考える」
第 5 回　2013. 1.11, 12:10 ～　吉田　文和　研究員（同上）
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小磯　修二　研究員
【委員会活動】
国土審議会専門委員（2012 年度計画推進部会）
北海道　バックアップ構想検討有識者会議座長
北海道　観光審議会会長
北海道　「ほっかいどう社会資本整備の重点化方針」検討委員会委員長
北海道　新エネルギー計画改定専門委員会委員
北海道　地域交通ネットワーク検討委員会委員長
公益財団法人　大学基準協会評議委員

（独）北海道立総合研究機構経営諮問委員
【講演】
グリーンシード２１「大学と地域との知的連携」（2012. 4）

（公財）札幌国際プラザ「地域活性化と MICE」（2012. 6）
北海道立総合研究機構「技術と政策」（2012. 6）
北海道中小企業同友会「地域の自立的発展と中小企業基本条例の役割」（2012. 7）
滝川市「都市経営のまちづくり」（2012. 7）
はまなすクラブ「北海道の成長戦略」（2012. 8）
札幌市「札幌都市圏の成長戦略」（2012. 8）
稚内市「地方の観光戦略を考える」（2012. 8）
北洋ビジネスクラブ・トップセミナー「国土の復興，創生と北海道の可能性，戦略」（2012. 10）
北海道都市問題会議「国土の復興，創生と北海道の可能性，戦略」講演（2012. 10）
倶知安町観光協会「地方の発展と観光産業」（2013. 1）
石狩川フォーラム実行委員会「地域総合開発としての石狩川流域　歴史から未来へ」（2013. 2）
北海道生産性本部「北海道の伝統と発展戦略」（2013. 2）
北海道シンクタンク協議会「国土強靱化と北海道の役割～バックアップ拠点機能の強化に向けて～」『平成 24 年度第 2
　回まちづくり研究会』基調講演（2013. 3）
【新聞等寄稿】
『北海道新聞』「地域政策の在り方」（各自核論）2012. 7. 13
『北海道新聞』夕刊「私のなかの歴史　地域プランナーの挑戦」（16 回連載）2012. 10. 16 ～ 11. 6
土木学会 HP　「創造的な知恵で「やる気」の醸成を～ハンディのある地域の産業と雇用の創出～」『Web 版　行動する
　技術者』（第 24 回）2012. 12
【その他】
札幌市中央図書館，電子書籍化検討会議アドバイザー

（独）国際協力機構キルギス国幹部行政官　研修講師（2012. 10）
Key Note Speech on Everyman's Right, Seminar at University of Helsinki,（Nov. 2012）
北海道大学公共政策大学院国際ワークショップ北方領土隣接地域の安定振興政策」『東アジアにおける領土問題解決のた
　めの新たなパラダイム構築』報告（2012. 9）
北海道大学公共政策大学院セミナー「沖縄発・新たな地域政策の可能性」モデレーター（2012. 10）
北海道「新幹線シンポジウム」コーディネーター（釧路市，帯広市，函館市で開催。2013. 1，2）

◆研究員活動報告（2012 年 4 月 1 日～ 2013 年 3 月 31 日）

このリストは，2012 年 4 月 1 日から 2013 年 3 月 31 日までに各研究員が行なった大学外での活動である。【講義】，【委
員会活動】，【講演】，【新聞等寄稿】，【その他】の 5 項目に分類した。なお，これらは，各研究員の自己報告であり，回
答のあったものを掲載した。



1292012 年度　センター活動報告2013 . 3

橋本　努　研究員
【委員会活動】
北海道大学出版会　非常勤企画委員
【新聞等寄稿】
『朝日新聞』夕刊「世界の 99% への想像力」2012. 4. 17
朝日 WEBRONZA，SYNODOS JOURNAL「「エコロジカル・フットプリント」と人間開発―資源消費量を減らしながら，
　社会を発展させることは可能か」2012. 4. 23
メールマガジン「α SYNODOS」
・「ロスト近代とは何か（1）」Vol. 100（2012. 5. 15）
・「ロスト近代とは何か（2）」Vol. 102（2012. 6. 15）
・「格差社会論とは何であったのか」Vol. 104（2012. 7. 15）
・「大切なのは「お金」か「時間」か？－『学問の技法』番外編」Vol. 117（2013. 2. 1）
ロイター（インタビュー記事）「〔なるか脱原発〕火力発電の有効利用や省エネ進展で可能，再エネには不安も」2012. 9. 14

『北海道新聞』（インタビュー記事）「冬の節電　専門家に聞く　「脱原発依存」の好機に」2012. 11. 3
『エコノミスト』「ルードウィッヒ・フォン・ミーゼス　規律ある自由経済が安定をもたらす」（シリーズ「温経知世」）
　Vol. 68，54-55 頁（2013. 2. 4）

『北海道新聞』（インタビュー記事）「「勉強」でない「学問」とは－「知」求め自分でもがけ－」2013. 3. 11
【その他】
日本学術会議　連携会員
経済社会学会　東部理事
経済社会学会第 48 回全国大会実行委員長（テ－マ「3.11 後の環境と経済社会」於：北海道大学）（2012. 9. 1-2）

西部　忠　研究員
【講義】【委員会活動】はサバティカルのためありません
【その他】
公開ワークショップ「制度生態系アプローチによる経済政策論の展開」研究代表者（北海道大学，2012. 8. 6）
Department Seminars, “Theoretical Model of Institutional Ecology and its Economic Implication”. （2012. 12. 18, 
　University of Siena, Italia）
杉並区電子地域通貨推進委員会アドバイザー
特定非営利法人イーパーツ　非常勤理事
進化経済学会　常任理事
北海道経済学会　理事

平本　健太　研究員
【委員会活動】【講演】サバティカルのためありません
【その他】
JICA 短期派遣専門家「平成 24 年度　第三国研修〈中小企業における経営・生産管理技術の応用 : Cursao para Terceros 
　Paisses; Tecnologias de Gestion dela Produccion en Pequenas y Medianas Empresas〉」（アルゼンチン国立産業技術
　研究所）研修・セミナー（2012. 10. 26 ～ 11. 6）
組織学会　評議員
日本生産管理学会　理事
国際戦略経営研究学会　理事
北海道経済学会　理事
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町野　和夫　研究員
【委員会活動】
札幌市立大学経営審議会　学外委員
北海道大学観光学高等研究センター運営委員会委員
北海道大学サステイナビリティ学教育研究センター運営委員会委員

『開発こうほう』「地域経済経営ネットワーク研究センターシンポジウム」（インフォメーション１）No. 595, 2013. 1
【その他】
北海道経済学会　理事

吉田　文和　研究員
【講義】
札幌学院大学　非常勤講師　「くらしと経済」
【委員会活動】
北海道　北海道グリーン・ビズ認定制度認定審査委員会委員
北海道経済産業局　エネルギー開発・利用・普及優良事業者等北海道経済産業局長表彰選考委員会委員
札幌市　第８次札幌市環境審議会委員
㈱エックス都市研究所　使用済み電気・電子機器輸出時判断基準及び金属スクラップ有害特性分析手法等検討会委員
㈱エックス都市研究所　水銀の回収・処分に関する研究会委員
【講演】
朝日新聞・HTB 共催　シンポジウム　基調講演「原発ゼロのシナリオ」『3.11 からエネルギー問題を考える』（2012. 5. 
　27）
環境三学会合同シンポジウム 2012「エネルギー政策の大転換」報告と討論（2012. 7. 1）
The Seventh International Conference on Waste Management and Technology “New Direction of Japanese Recycling 
　System for e-waste” （September 6, 2012. Beijing, China）

（社）日本機械学会　招請講演　「ドイツは福島をどう受け止めたか」『東日本大震災特別企画（第２部）』原発事故から
　持続可能な社会を考える（2012. 9. 9）
EGG 2012 “An Environmental and Economic Analysis of e-Waste Recycling Based on the Japanese Experience 
　-Focusing on Flow Estimation”（Sep.10，2012. Berlin，Germany）
経済理論学会第 60 回大会　招請講演　「原子力災害の政治経済学」（2012. 10. 7）
北海道大学サステナビリティ・ウイーク「固定価格買取制度の完全施行と北海道における再生可能エネルギーの動き」『再
　生可能エネルギーとグリーン・エコノミー』（2012. 10. 19）
【新聞等寄稿】
『科学』「泊原発の再稼働なしでこの冬を乗り切ろう」岩波書店  2012.12 月号
『朝日新聞』ミランダ・シュラーズと「＜私の視点＞原発ゼロ，日独が共同で進める好機」2012. 9. 22
『朝日新聞』北海道版「エネルギーの選択」5 回連載　
・ドイツ・デンマーク報告１「脱原発、市民が担う」　2012. 11. 27
・ドイツ・デンマーク報告２「再生エネで電力自給」2012. 11. 28
・ドイツ・デンマーク報告３「下水廃熱生かし切る」2012. 11. 29
・ドイツ・デンマーク報告４「再生エネ、雇用を生む」2012. 11. 30
・ドイツ・デンマーク報告５「酪農王国のバイオガス」2012. 12. 1
『朝日新聞 WEBRONZA』
・【北大 HOPS マガジン】北海道から再稼働の条件を考える  2012. 4. 16
・【北大 HOPS マガジン】再生可能エネルギー買取価格をどう設定するか？  2012. 4. 24
・「北海道から原発ゼロで乗り切ろう」2012. 5. 7
・「スイスが学んだ 39 の福島の教訓」2012. 5. 16
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・「脱原発の日独比較」2012. 5. 28
・「再生可能エネルギーの現場（上）風力編」2012. 6. 30
・「再生可能エネルギーの現場（下）バイオガス編」2012. 7. 2
・「国会事故調報告を無視して再稼働はありえない」2012. 7. 13
・「脱原発の日独比較（続）」2012. 9. 6
・「泊原発の再稼働なしでこの冬を乗り切ろう―泊原発再稼働問題について」2012. 11. 9
・「京都議定書の 15 年と今後の展望」2012. 12. 5
・「脱原発の理論化を。総選挙結果で考える」2012. 12. 19
・「なぜドイツで脱原発がすすみ、日本では進まないのか？　脱原発の日独比較」2013. 1. 9
・「不思議の国ニッポン、日本的集団主義の病理」　2013. 2. 7
【その他】
北海道環境生活部　平成 24 年度廃棄物行政実務研修講師（2012. 7. 10）

（財）はまなす財団　JICA 研修講師（2012. 10. 26）
環境省北海道地方環境事務所　第８回北海道地域エネルギー・温暖化対策推進会議・議長（2012. 12. 6）

吉見　宏　研究員
【講義】
札幌学院大学　非常勤講師
静岡県立大学　非常勤講師
熊本学園大学　非常勤講師
【委員会活動】
金融庁総務企画局　企業会計審議会臨時委員
北海道　市場化テスト監理委員会委員長
北海道　北海道公益認定等審議会委員（会長代理）
札幌市　行政評価委員会委員長
北海道運輸局　入札監視委員会委員長
北海道運輸局　予算監視・効率化サブ・チーム委員
北海道運輸局　発注者綱紀保持委員会委員
北海道旅客鉄道 ( 株 )　経営自立計画に関する第三者委員会委員長
日本公認会計士協会　倫理委員会委員
日本公認会計士協会　上場会社監査事務所登録・措置不服審査会委員
公認会計士・監査審査会　公認会計士試験委員
【講演】
㈱吉岡経営センター「行政コスト計算書の「真」の活用法」（2012. 5. 24）
北海道管区行政評価局「公的部門の会計・監査を巡る動向と課題―地方自治体を中心に―」『平成 24 年度評価・監査北海道セミ
　ナー」（2012. 10. 31）
岐阜県美濃加茂市「民間企業監査の現状と課題」（2013. 1. 23）
静岡県立大学「『会計倫理と企業不正』について考えてみよう」（2013. 2. 1）
北海道天然ガス利用促進協議会「北海道経済発展のための拠点形成とエネルギーのあり方について」『天然ガスセミナー in いし
　かり』（2013. 2. 5）

【新聞等寄稿】
『鉄道ジャーナル』「札幌都市圏の交通―その現状と未来―」46（8），60-65 頁，2012 年 8 月 .
『現代ビジネス』「なぜ会計監査は経営者の不正を防げないのか」（磯山友幸「経済ニュースの裏側」）2012. 8. 8
【その他】
日本公認会計士協会　研修会講師（2012. 10. 4，2013. 2. 7）
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（社）日本経営協会北海道本部　研修会講師（2012. 9. 27）
北海道管区行政評価局　北海道地域政策評価制度懇談会構成員（2013. 2. 19）

（社）北海道未来総合研究所　理事
北海道大学生活協同組合　非常勤監事
北海道大学出版会　非常勤監事
生活協同組合コープさっぽろ　有識者理事
北海道放送株式会社（HBC）「夕刊おがわ R」（HBCラジオ）レギュラーコメンテーター
北海道放送株式会社（HBC）「グッチーの今日ドキッ！」（HBC）レギュラーコメンテーター
株式会社テレビ北海道（ＴＶｈ）「けいざいナビほっかいどう」（ＴＶｈ）コメンテーター

（株）エフエム北海道　「さっぽろ大人グラフィティー」コメンテーター（2012. 9. 14）
国際公会計学会　常務理事，北海道部会長
会計理論学会　理事
日本計画行政学会　本部理事，北海道支部副支部長
北海道経済学会　理事

大山　睦　研究員
【講演】
岡山大学大学院社会文化科学研究科　講演講師（2012. 10. 24）
一橋大学イノベーション研究センター　講演講師（2013. 1. 31）
【その他】
メリーランド大学ロバート・エイチ・スミスビジネススクール　客員研究員（Innovation Personnel and Ecosystem-
　Career Choices and Earnings Trajectories of Scientists）

岩井　尚人　共同研究員
【講演】
北海道エネルギーチェンジ 100 プロジェクト「北海道再生可能エネルギー 100％社会へのロードマップ」（2012. 7. 29）
北海道議会民主党会派エネルギー政策研究会「北海道の電力事情」（2012. 8. 12）
北海道議会民主党会派エネルギー政策研究会「北海道のエネルギー政策」（2012. 9. 17）
【新聞等寄稿】
『開発こうほう』「エネルギー政策への市民参画に向けて～北海道エネルギーチェンジ 100 プロジェクト」2012 年 1 月号。
【その他】
北国の省エネセミナー講師（北海道委託事業）（2011. 3. 22）
石狩管内教育研究会「北海道再生可能エネルギー 100％社会へのロードマップ」発表（2012. 9. 4）
ドイツバイエルン州環境省等にて省エネルギー，再生可能エネルギー政策について意見交換（2012. 12. 25 ～ 28）

横本　真千子　研究員
【講義】
札幌大学　非常勤講師
札幌大学（大学院）　非常勤講師
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◆刊行物
2013. 3. 29　『地域経済経営ネットワーク研究センター年報』　2 号　刊行

◆センターの構成

地域経済経営ネットワーク研究センター

Research Center for Regional Economic and 

Business Networks 

センター長

Director, Research Center

研究員

Researcher

共同研究員

Cooperative Researcher

客員研究員

Visiting Researcher

年報編纂

運営委員会

Steering Committee

Editrial
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第 2 号

北海道大学大学院経済学研究科『地域経済経営ネットワーク研究センター年報』投稿規定

１．刊行の目的
『地域経済経営ネットワーク研究センター年報』（以下本誌と略す）は，地域経済，地域経営，経済経営ネッ
トワークおよび関連する諸分野における本研究センター及び本研究科の研究成果を社会に発信するこ
とを目的とし，年 1 回，3 月に刊行する。編纂はセンター運営委員会（以下，運営委員会）がおこなう。

２．投稿資格
①本センター研究員 
②本研究科の教員
③本研究科の博士後期課程在学院生，研究生及び専門研究員
④本センター運営委員会が，特に投稿を認めたもの

３．年報の構成
①特集論文（当面はセンター運営委員会からの依頼原稿により構成），研究会報告
②研究論文，研究ノート，その他（書評，資料，翻訳など）
③シンポジウムの講演録など

４．募集原稿
①研究論文・研究ノート・その他（書評，資料，翻訳）を募集する。
② 1．の刊行の目的に沿った内容であること。
③原稿は日本語または英語で書かれたものとする。
④原則として字数制限はもうけない。但し，年報全体のページ数が多くなる場合は制限をもうける場
　合がある。

５．原稿の提出と掲載の可否
当該年 12 月 20 日までに原稿を提出する。ただし，本学の教授，准教授，講師以外のものは，事前に
運営委員会の承認を得た上で，当該年 11 月 20 日までに原稿を提出すること。提出された原稿をもとに，
運営委員会で論文の内容を評価し掲載の可否を判断する。

６．著作権
①本誌に掲載された著作物の著作権は本センターに帰属する。著者が転載，著書に収録する場合は本
　センターの許諾を得ること。
②著者は原稿の中で使用した図，写真を他の文献から引用，転載する場合は事前に著作権者から許可
　を得ること。
③本誌に掲載した論文は HUSCAP（北海道大学学術成果コレクション）に収録，電子化され，公開する。

７．その他
①論文様式　『地域経済経営ネットワーク研究センター年報　執筆要領』に基づき完成原稿を提出
②投稿などに関わる費用　投稿料は徴収しない。原稿料は払わない。特集論文，研究論文，研究ノート，
　その他（書評，資料，翻訳など），シンポジウムの講演録には抜き刷り 50 部を執筆者に進呈する（そ
　れ以上の部数は個人負担）。

問い合わせ先　〒 060-0809　札幌市北区北 9 条西 7 丁目
北海道大学大学院経済学研究科　地域経済経営ネットワーク研究センター　年報担当
Tel & Fax: 011-706-4066    E-mail: sacade@econ.hokudai.ac.jp
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Contents
◆ Symposium :　Research Center for Economic and Business Networks (REBN)
    Creating Pluralistic “Affluent” Regions － From the Viewpoint of Agriculture －
  〈Lecture〉
　Prices of  Agricultural Products of Hokkaido are Too Low － Marketing for Farmers －
　　　Kenji　YAMAMOTO (Representative Director of GOODTABLES Inc.)
　How does “Food Valley Tokachi” Increase“Affluence”　in the Region ? 
　　　Hironobu NAKAO (Secretary General of Food Valley Tokachi)
  〈Discussion〉
　　　Kenji　YAMAMOTO (Representative Director of GOODTABLES Inc.)
　　　Hironobu NAKAO (Secretary General of Food Valley Tokachi)
　　　Kazuo MACHINO（Director of the REBN)

◆ Special Topic I: What is the Nature of Affluence in the Local Societies? 
    －How can We Make Policies Reflecting the People’s Pluralistic Values? －
  〈Article〉
　　　Kazuo　MACHINO：Possibilities and Challenges for Developing “Affluence Indicators”
  〈Seminars〉
　　　1. Makoto NISHIBE
　　　2. Yoshihiro MASUDA
　　　3. Syuji KOISO 
　　　4. Kazuo　MACHINO
　　　6. Machiko YOKOMOTO

◆ Special Topic　II: Rethinking Japan’s Energy Policy After 3.11
  〈Lecture〉
　　　Do We Need Nuclear Power? － Energy Policy and Hokkaido Economy －
  〈Article〉
　　　Kazuo　MACHINO：Summary of the Seminar, “Do We Need Nuclear Power? － Energy Policy and　
　　　Hokkaido Economy －” and Rethinking of the Energy Policy After 3.11
  〈Seminar〉
　　　5. Fumikazu YOSHIDA

◆ Research Articles
  Lei WANG：The Promotion of Wind Farm in China
  Seiya FUKAYAMA：Management of Elder Care Service Organizations － Empirical Study on Competitive   
  Strategy and Organization of Social Welfare Corporations －
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